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I.序雷

日本で怯生itifl;:'i;J'.，木炭の消沈が多いために木炭についての研究は数多く設去され

ているが，木炭の~t"ì についての~~礎的な研究は比較的すくない。本研究の tl的は作柿木

炭の恭礎的な特1'1:をあきらかにするにある。

木炭のt'U'tについては三村町三i1IFJ，凶fI13)，戸:j柿めらの研究があるが， とりわけ西川

らはIl決別柿，思決 18和のノk分，次分，炭素，水素，殻熱t，比'[!:，谷千J(ifC似!度などを

iJIIJJ.t L，木炭の性nをかなり詳車iHにあきらかにした。 木炭の構造については，沌，*5)は思
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~n，マグノリア， タケ0決など :~4.H(の， またえJJb・耐111'りはカシ，ナラの1'1炭，ナラの思

決の X級自民をとり， fi力無!l爪!時~J-i.::J

のi説;訪詑j止tに1賛J当'0成JX:Lし-1.. たこ。 鮫JJb・亦:給:めらはカーボンブラック，木炭の!白illll隔，原子IlHNi'激，事iiMI

fのんきさ勺:をi!!lJむし 1tよ近，山本・ l切除.ìoof町内らもカシ，ナラの1'1決，カシのJ;n/~に

ついて X*JAu.utを搬影し，結純度との防!係をこ迫究Lt，ζ。

ここには， n孔 ~r':~.!~J ストーゾ炭，乾出品~， J]¥平l1i'tii:t淡町のノk分， A足分，本千'J'{'fl:，

よじ 1ft:，炭ヲiふ IKヲ~， ヨード吸li'} J ~ iJ!It，ιし， さらに X料により十1'，¥，311の究IIJjljこt式みたキii**

について桜;片する。

決ノkぷ分析の張世についてH(々 御ぷ按くださった北)..:1'11¥，1宇部教段入it:泌I'lj.¥:， X線i式

験にさい L て御指導と御fll! 'ú: をいただいた，北A::l"ll・r~\1if)数段原川市 '1'.t'lj. J: と I~ :J安ハ lり lJlll ，f}~

て1:，貰験に得興された'r1¥手道郎日JJ教段，幻買その他i乙忠 }Jされた駒山:f久雄助千Ki栄く感謝

する。本研究伐の引;1土 z部1'î科与t研究1~'乙ょったu

II. 試料

ぷ料は第 1災のように炭化物 20和と比校のためのイi品川市， iU' 21純である.

1it兵は」じん1'IJI.与t部地多員数宗より宮町されたものである。

1'1 炭と思決のクヌギは木炭机~~Ji~として」ヒん決5~l1\1i"'-l- J来製品!i与1教京 iこ{料?してきた，日{{

平11年代初期の'djJVi，1，'，のーイ1;で、ある。

思決l士 U{j手1124 年以，北海道農業f品 looHIJ.合l: f/Hの+=決 I~IJI ~j~~併に入選したものである。

ストーゾ決l土，(stnを挿入した臓を新ストープの11"こ入れて，制111Hi.U¥i'むに3むいて炭化

しでつくったものである。

位市/j~はノ]、明鋭製レトルトを )Ijい，ガスバーナーにより加熱してつくったものである。

水利i，ri'ド1:災l主総乾木和jに乃伐，[!:抵の iO%統慨をと1mえ， 1f>OTで良時Il¥lカ11熱して肱氷炭

化後，が1\脆ぷi仰木でi光ってつくった出色の滋i問物~{l で、ある。

4系?4殺す
.fti$. ? 

』占.品

"" ぷ歩、
最貴
-r 
Jfl 

Fig. 1 Sampling 

ストーゾ決，乾i引j，j.(j二、よぴ水平11がitl:'炭の欣一日:その他に

ついては江~ 2ぷのようである ω

ぷ料の味取}j法は樹!主主こ取除いたの't;，第 1I品:;/のよう

に同4411をすて， その内側の部分を織車I1・の)jJIo]に 2-:i分 L

て谷杭町11リJ-i.::Jllとした。さらにその内側の部分を鋭の乳鉢

で粉昨L， 80 mcsh のソルイを通過 1 グζ部分をよ七手!~，吸/77，

分析川の。式料としてぷ験作11'にゴムの平計十全3としてlti'ぇ '11

2た:r;I\ は:t':~-1.:と Lて{栄作[プζω

持 その火要111950年 11本林象令イ1-1"大曾に:fG¥t・て敏行したc
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第1表試料

Table 1. Samples 

炭穏
Kind of 
charcoal 

英 名
English name 

筆 名
Botanical name 

摩地
Locality 

I 0 Iセキポク IGraphite 北海道

1 カ シ Kashi oak Q協同U8 本少1'1

白炭 2 ナ プ Nara oak Queγcus 岩手
Shirozumi 

3 Kashi oak Queγcus 埼玉charcoal カ シ

4 ウリハダカエデ‘ Urihada maple Acer rufine仰 eS. et Z. 本州

5 ク ヌギ Kunugi oak QuercusαcutissimαCARRUTH 愛知

6 ミスfナラ Mizunara oak Queγcus crispulαBL. 北海道留蹴

黒 炭
7 ヤチダモ Yachidamo ash FrαxinusmαndshuricαRUl'll. グ 札幌

Kurozumi 8 7" ナ Buna beech Fagus cγenαtαBr.. グ 函館

charcoal 9 ナナカマド
Nanakamado mt. Sorbus comm伐tαHEllLUNIl. グ岩見I芋ash 

10 イタヤカエデ Itaya maple Acer pictum TIImm. " 北見

111アオダモ Aodamo凶 h Frαxinus Sieboldi，αηαBr.. グ 雨館

スト ープ 炎
12 アオトド Aotodo fir Abies M ayri，αnαM. etK. 北海道定111渓

Stove 13 ミズナラ Mizunara oak Queγcus cγispulαBr.. グ

charcoal 14 オクヤマササ Okuyama Sasa Sαsa kuγilensis M. et S. /J 

乾溜炭
15 アオトド Ao句dofir Ab帥 MαyrI<αnαM.et K. 北海道定山渓

Drcyh-daiTsCtoilall ed 16 ミズナラ Mizunara oak Quercu8 cγispula BL・ グ

17 サ ザ Sasa sαsα kuγilensis M. et S. グ

第 2署長 ストープ炭・乾溜炭・水利活性炭の収量その他

Table 2. Yields etc. of Stove charcoal， 'Dry-distilled巴harcoal

and Hydrated active伺 rbon.

決種 卦稀 l試料の重量! 水分 (一一一←一一「←一一一一一! 炭化時間

Kind of 
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III.水分

A. 寅験方法 1150C電象時2燥器中で2主夜乾燥し，冷却，秤量して決定した。

B. 結果: 第 3表のようである。

a) 白茨はすべて約 10%でるる。

b) 黒炭は平均 7.7%で白炭より少い。 しかしあとに述べるように， ヨ{ド吸着に必

いては逆に黒坂のj]が白決より多く吸着するのが注目される。

c) ストープ決と乾間決は" :t::t:むね等しく平均約 4.5%で黒決よりもさらに低いc

d) 水手11活性哉は調製の故後に，沸騰蒸i官7](を用いて中性とたるまで吸引鴻過しつつ

洗った直後の水分で，ほかとくらべてきわめて多く，約 80%の水分*をもってい

る。

e) 気乾物の水分合長が白茨が最大で，黒茨がとれにつぎ， スト{プ決，乾溜き誌が最

少なととに詑口をと要する。 Violette叩)の設と逆に反撃Iの結果を示したが，西同

ら町の成果とは一致している。

IV. 掠分

A. 貫験方法: 微量分析法11 ，e ，1~) により絶乾n.式料を分析した。試料 60-90mg を手速

く白金舟にとり，小型秤量瓶 (Schweinchen)中に納めて秤量後， micromuffle中で友化した。

持 この活性炭は乾燥すると吸着力が急主主に減退するので，漁った状態で寝栓して保存される。
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さらに直火で数秒加熱して次化を完全にし銅プロヅク上で童文秒冷却後，ふたたび Schwein~

chen中に納め，秤量して夜分を測定した。

B. 結果: 第 3去のようである。

a) 白安の乎均は 2.1%，最大 3.7%(No.3カシ)-最小1.5%(No・4ウリハダカエデ)

である。

第 3表水分と灰分

Table 3. Moisture and ash content 

J
U
J
出

種
h
m

u

・n
悶

;
k
d
 

和 名
Japanese name 

石墨 I 0 Iセキポク IGraphite 
1 カ シ Kashi叩 k 10.08 1.53 1.62 1.58 

自決
2 ナ フ Naraoak 9.95 1.67 1.73 1.70 

Shirozumi 3 カ シ Kashi oak 10.41 3.76 3.71 3.74 
charcoal 4 ウリハダカエデ Urihada maple 10.66 ].47 1.52 1.50 

平均 Av. 10.28 2.13 
一一一一一 一

呂 ク ヌギ Kunugi oak 7.60 2.78 2.95 2.86 

6 ミズナラ Mi四 naraoak 5.96 1.31 1.32 1.32 

7 ヤチダモ Yachidamo a日h 7.83 1.97 2.06 l!.O2 

黒炭 8 7' ナ Buna bee巴h 8.03 1.44 1.36 1.40 
Kurozumi 

9 Nanakamado 7.85 1.37 1.47 ].42 charc伺 1 ナナカ?ド
mt. ash 

10 イタヤカエデ Itaya maple 8.75 1.80 ].81 1.81 

11 アオダモ Aodamo ash 7.95 1.46 1.56 1.51 

平均 Av. 7.71 ].76 

アオトド Aotodo fir 4.72 ].31 ].29 1.30 

ストプ炭 13 ミズナラ Mizunara oak 3.92 1.37 1.37 1.37 
Stove 

Sasa 4.14 6.05 charcoal 14 サ サ 5.89 5.97 

平均 Av. 4.26 1.34 

Aotodo fir 3.47 15 アオトド 1.45 1.37 1.41 
乾溜炭 16 ミズナラ Mizunara oak 6.01 1.36 1.43 1.40 

Drcyh-adrisctoialll ed 17 サ サ 8asa 5.08 6.58 6.32 6.45 

平 均 Av. 4.85 1.41 

アオトド Aotodo fir 75.56 0.46 0.48 0.47 
水利活性炭

Hyacdtriavte ed 219 0 
ミズナラ Mizunara oak 80.18 0.65 0.52 0.59 

サ サ Sasa 82.71 一
平 均 Av. 79.48 0.53 

[詮] ササの灰分は特異なため苧均からのぞいた。
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b) 黒安の平均は 1.8%で白茨より小さく， 最大 2.9%(No.5クヌギ)-最小1.3%

(No.6ミズナラ)でるる。

c) ストープ茨と乾間決は 1.3-1.4%で黒決よりも小さい。ササは木材にくらべて茨

分が多いために調製した決の;矢分はとくに大きく 6%前後である。そのために平

均値からのぞいた。

d) 水不I1r丹性炭は可i草f'l{主の1;)(分がのぞかれるため， とくに小さく約 0.5%である。

v. 容 積 重

A. 寅験方法: 水排除法による北え式簡易容杭北京測定器山をfIjいた。 115
G

C乾燥器

で絶乾にした試料を desiccator中で冷却後，秤量し (0.01gまで)，ついで前記測定器中に入

れて容積を測定し，算出した。

B. 結果: 第 4去のようでるる。

a) 容積重は炭材の性質や炭化法と特接ーな閥係をもち， 0.94 (No. 1カシ)-0.18(No. 12 

アオトドマツ)と大きな主主を示すので，木決の炭ET鑑別の標準として便利で、通うる。

b) 茨化温度の高い自決はもっとも重く 0.8内外，黒決は 0.6位，決化泣度の低いスト

{プ茨，乾部決は 0.3位にすぎない。

c) 容積重は原安材の性質に大きく影響される。 たとえば茨化がかなり進んで、いる

ウリハダカエデ(c'ニ95%)は比較的小さな値 (0.49)であり，雑茨として取扱われ

ているヤチダモ (0.62)がナラと伯仲する性質をもっととが注目される。

VI. 比重と有孔寧

A. 貫験方法: 比重は 50cc容の比重瓶を用いて測定した。使用液体は水である。 粉

末試料童文gをピ{カーにとり，蒸湖水を加lえ砂浴J二で・ 3時間煮沸し， 60時間帯置した。上

澄i夜を decantしてすで，沈i腰部をよく捜枠して均ーとしそれより 0.5-1gを比重瓶中に

移して蒸溜水を渦.たし 15"C水浴中に 30分静置した。栓をしロより溢れ出る部分をこ櫨紙

でぬぐって液面を比重瓶口に一致させ， さらに暫時，冷水中に浸潰して液面をさげ(室温

が高いため秤量中に水が膨脹してI益れ出るのを防ぐためである) よく外面をぬぐって秤量

L，その{直を Aとする。つぎに比重瓶中の茨末をこ重量既知のi慮紙上にi慮過し 1150Cに乾燥

し炭ヨ|くの絶乾量を Bとする。水のみをと満した比重瓶の重量を測定して Cとし，比重Sを

E穴式により求めた。

s=一 B
C十B-A

有孔芸春はつぎのようにして計算した。 見掛の容積をこ V，買の容積を V，貰量を G，容



積芦:を w，比重を S，千{孔率を Pとすれば，

Y=i， Sニ立
r v Y=27， 

p=午x100= (寸)x昨

G 
v = s 

第 4表 容積重・比重・有孔率

Table 4. Volume weight， Specific gravity and Porosity 
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決種

Kind of 
charcoal 

英 名

English name 

宇手積重 Volume weight 

1I ][司王 Av.I 1 I ][ I加[イy

1 1 1 1 1 1
2叫2叫2叫

1 Kashi oak 0.92 0.92 0.98 0.96 0.94 1.834 1.836 1.835 48.66 

白炭
2 Nara oak 0.84 0.84 0.85 0.90 0.86 1.762 1.736 1.749 51.06 

Shirozumi 3 Kashi oak 0.82 0.83 0.83 0.82 1.884 1.891 1.888 56.36 
charcoal 4 Urihada maple 0.47 0.47 0.50 0.53 0.49 1.887 1.875 1.881 73.84 

Av. 0.78 1.843 57.48 

8 Kunugi oak 0.72 0.71 0.72 0.66 0.70 1.604 1.594 1.599 56.16 

6 Mizunara oak 0.57 0.63 0.64 0.58 0.60 1500 1.516 1.508 60.01 

7 Yachidamo ash 0.60 0.64 0.60 0.63 0.62 1.696 1.691 1.694 63.52 

黒炭 8 Buna beech 0.53 0.53 0.51 0.54 0.53 1.617 1.622 1.620 67.28 
Kurozumi 

9 
Nanakamado 0.45 0.45 1.647 char巴oal 立lt.ash 0.45 0.45 1.637 1.642 72.66 

10 Itaya maple 0.58 0.60 0.57 0.58 0.58 1.709 1.694 1.702 65.86 

11 Aodamo ash 0.52 0.53 !l.53 0.52 0.52 1.630 1.613 1.622 67.76 

Av. 0.57 1.627 64.75 

0.18 0.18 0.18 1.432 1.437 1.435 87.53 

ストープ炭 13 I Mizunara oak ! 0.32 0.38 0.40 0.37 1.415 1.406 1.411 73.99 
Stove 

伽 'coal I 14 加 0.40 0.48 0.42 0.44 1.377 1.383 1.380 68.41 

0.3セJ'0tJ' 1.409 76.64 

115 Aotodo fir 0.18 0.20 0.19 1.349 86.06 

乾溜炭 16 Mizunara o-ak 0.39 0.43 0.41 1.427 1.387 1.407 71.14 

Dr巴yhdarisctoiallled 17 Sasa 0.37 I 0.31 0.34 1.448 ].452 1.450 76.34 

Av. 0.31 1.402 77.85 

18 Aotodo fir 1.573 1.580 1.577 
*和活性炭

Hay巴dtmivteed 
19 Mizunara oak 1.641 1.631 1.636 

20 Sasa 1.623 1.613 1.618 
巴arbon

Av. 1.610 
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B. 紡*: 河C4去のようである。

a) 比苧:の拡大l主1.888(No. :1カシ，-公小l主1.849(~o. lliアオトドマツ)である。

b) 比刷工炭化の進行につれて士官んする。たとえば炭化の進行している No.4ウリハ

ダカエデ (0〆特=91)%)は谷千u}fi:はIJ、さい (O.4¥l)が比'if(はんきいfl{[(1.伺1)を示し，炭

化のあまり進んでいない No.[jクヌギ((γ= HO.5?6)は苦手l'kif(は比較的えきい (O.iO)

が比刷工小さい(1.599)。

c) 水平JI活性決は炭化があまりili‘んでいない((;/= fj .. L5%)のに， そのよ仁 if(の比較的え

きい(1.(i1O)ととがii:11される。

d) イi1L卒ーの紋んは内i.:):391;(No. 12アオトドマツ)-故小liぷ.(j(j9&(~o. 1カシ)であ

る。

e) No.4ウリハダカエデLt谷柏市:が小さく，よじ if(がんきいので常然かなりんきなイ{

ぜL4~ (78.1'¥496)を示 Lている。

VlI. 炭素・水素・酸素

A. 賞z験&万法 : 決決u水kぶ;f伯f微妓f荒t止t匂う分T析4装主世"la.'1川町1人リ"λ1

渉炭;ヲぷ素主長;. 7.水'k~栄;伝毛 3をと 7芯'Ç~刀~ij引l い 7たζ ものを椴-井ぷ栄l在伝4毛.と L 1<たζ をた組乾.f!!t~物にたいする決誕・水素・限必の

合荒を;il:q.L，とれらをC'， H'， <Y としてあらわした。との決占j;~合引率により炭化の進行

}立を牛IJ).iごする )jが.._.hfょいと考えられるからである。なま示決;率二と水;ぷの比家をも計算した。

B. 結果: 江C5去のようである ω

a) 決議のj比大は 95.09%r9ß.62~6j* (i'io. 1カシ)-松小l主'i1.2R96[72.30%3 (No. 1.'i 

アオトドマツ)である。ただし71<.:-1'11前t't炭l土日IJとする。

b) 思決の炭素ーが ~o. 5 クヌギを除けば 92-9:~96 [H3.!)-9i)%]と近接した炭化度であ

るのはH:IIされる。

c) 水手11活性炭の炭*1主(;496前後である。

d) 水誕のあtAは:~.(jO% (~o. 15アオトドマツ)-故小は O..'i7%(No. 1カシlである。

II炭 ro.i496)より思決(1.ii96)が多く，ストーソ円札乾前炭 (2.98%)はJ，liに多い。

e) 水不JI日性炭は炭化があまり匙iJしていないわりに水主~・が少い (2.6ï%) のは， 硫限

により脱水炭化されるためと瓜われる。

f) CjH it容はiはん 167(No. 1カシ)-批ノj、20(No・l.'iアオトドマツ)で，決化の進むに

つれて増えし l可決 (131)児決(.'i4)乾刑決 (2i)の特徴をlリj似てに示す賊がii:Hに航

する。

後 C/ [ ]内は絶乾無版物にたいするfj{(で，以後このようにしてぶすことにする。



第 5表 炭素・水素・酸素 Table 5. Carbon， Hydrogen and Oxygen 

炭素 Carbon % 劉・紹乾無灰物 % 
決種 英 名 C/H率 dry and ash-free basis 

Kind of charcoal English name E 1 I ][ I Av. 1
0
ザ

n ratio C' H' ぴ

1 lkash 95.50 94.67 2.76 167 96.62 0.58 2.80 

白 炭
!凶， Nara oak 94.28 94.76 94.52 I 0.72 0.86 0.79 2.99 120 96.15 0.80 3.04 

Shiro唱umi 3 Kashi oak 92.06 92.02 92.04 0.51 3.53 133 95.62 0.72 3.67 
charcoal 4 Urihada maple 94.24 0.69 1.09 I 0.89 3.81 105 3.87 

Av. 93.86 0.74 3.27 131 95.91 I 0.75 3.35 

5 Kunugi oak 87.66 88.19 87.93 2.30 2.28 2.29 6.92 39 90.52 I 2.36 7.12 

6 Mizunara oak 91.81 92.49 92.15 1.50 2.30 1.90 4.63 49 93.38! 1.93 4.69 

7 Yachidamo ash 92.43 92.76 92.60 1.61 1.71 1.66 3.72 56 94.51 1.69 3.80 
黒 決 8 Buna beech 92.49 91.91 92.20 1931191192 4.48 48 4.54 
Kurozumi 

9 
向山γ必

92.49 92.97 1.41 I 1.92 1.67 3.94 56 94.31 I 1.69 4.00 ch紅白al
10 Itaya maple I 93.46 93.16 93.31 1.36 1.45 1.41 3.47 66 95.03 I 1.44 3.53 

11 Aodamo ash I 93.75 9a87l1933111 155 1.47 1.51 3.67 62 94.74 ‘1.53 3.73 

Av. 92.07 1.77 4.40 54 93.71 1.80 4.49 

12 I Ao句dofir 88泊 2泊 2訓 2.80 7.02 7.i1 

ストープ炭 13 Mizunara oak 82.33 I 82.36 82.35 3.23 I 2.96 3.10 13.18 27 I 83.49 I 3.14 13.36 

Stove charcoal 14 
||Sasa Av. 

76.20 I 75.69 75.95 I 3.17 2.92 3.05 15.03 25 I 80.77 I 3.24 15.98 

82.39 2.98 11.74 28 I 84.77! 3.07 12.15 

Dr乾dymd調m醐岨炭11ld 1 | l 

15 71.33 71.28 3.59 3.61 3.60 I 23.71 20 72.30 3.65 24.05 

16 SMaisZa 11mm oak 88.34 89.22 88.78 2.56 2.75 2.66 7.16 33 90.04 2.70 7.26 

17 76.97 76.41 76.69 2.56 2.81 29 81.98 2.88 15.15 

Av. 78.92 2.98 I 15.01 27 81.44 3.08 15.49 

18 Ao句dofir 63.82 2.86 [286!33321 
*和活性炭 19 Mizunara oak 64.56 64.56 2.38 i 2.38 33.06 27 I 64.94 2.39 I 33.26 

acHtivydercaa ted 20 Sasa 64.29 64.29 2.78 l278l32931 23 

Av. 64.22 2.67 ! 33.10 24 I 64.53 2.63 33.37 
(
N
S〉
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VIIl.ヨード吸着

N N N N N 
A. 貫験方法: 絶乾試料0.1gにそれぞれ一一 一一一 一一づつのヨード，

100' 75' 50' 25' 10 

規定溶液(ヨードカリはヨードの約1.5倍量を用いた0)20 ccを加え，振盈機(振幅約lOcm，

振動童文約 140回/分)で 10分振謹後，描過，最初の描液童文ccをすて i1合液をこチオ硫酸ソーダ

溶液で、活tiJむして 19の茨末に吸着されるヨードの量と，その時の溶液の濃度(mg/liter)を決

x ~ x .. 1 
定し Freundlich の吸着公式 ~=kCn， log一一=logk十一 logC(xは吸着されたヨードの

m m n 
1 

量，nlは茨末の量， ('は千街濃度，k， は恒敢)に必ける logkとl/nを最小自乗誌により
n 

算出した。

B. 結果 logkと 1jnを決定するときの例をとかかげると，第 6表 A，Bと第 2闘のよう

であり，またそれらの結果のすべては第 7表と第 3岡に示してある。 千均自立に logkは大

きい方より ，ljnは小さい方より順位をつけると第 7去の()内数字のように友る。

a) iog kは最大 2.036(No. 10イグヤカエデ)-最小0.002(No. 1カシ)であり 1/nは

故え 0.529(No・1カシ)-故小0.123(No. 10イグヤカヱデ)である。

b) log kとl/nの耐側につけた()内の数字をくらべてみると，同ヒ順序になる。とれ

は log是の小さいものは l/nが大きい。 つまり第 3t尚!の直角座標の縦軸を切って

いる高さの低いほど，上昇角度は大きい。 さらに換言すれば，濃度の低いときの

300 

1S表

2.00 

1.50 

吸着量 (adsorptivecapacity)の小さい茨ほ • 3.00 

ど，濃度を高めるにつれて吸着量を士宮す

割合 (adsorptiveintensity)が大きい。

~t c， 
第2画 ヨード吸着

Fig. 2 Iodine adsorption 

'p'q-~ 
(/'lIl 

t 前

1.00 2.00 3.00 
ASC 

第3圃 ヨード吸着

Fig. 3 Iodine adsorption 
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第 6表 A 巳ヨード吸着ーの恒鍛の決定 (初tl!J
Table 6. ADetermination of iodine adsorptive constants. (Example 1 ) 

No.1 カシ(白炭) Kashi偶 k(Shirozumi charcoal) 

ヨードi容液の濃度 チオ硫酸ソ』ダの滴定鍛 Eq平u衡ilib濃r度ium 吸着されたConcn.ofI. Amount of Na.S203 c巴
ヨ{ドの量

solution con巴n. IWt.of 1. adsorbed 

11 2 1加 lcw- 二mg|log去問。矧(logCJ'

1;oN{! 
0.876 0.875 0.876 126 2.10 10:6 1.03 2.16 4.41 
0.880 0.862 0.871 125 2.10 12.0 1.08 2.27 4.41 

fEN{i 
1.075 1.085 1.080 ]55 2.19 14.6 1.16 2.54 4.80 
1.071 1.062 1.067 153 2.18 18.4 1.26 2.72 4.75 

ふN{! 1.794 1.795 1.795 258 2.41 16.1 1.21 2.92 5.81 
1.786 1.790 1.788 257 2.41 18.1 1.26 3.04 5.81 

]25M uf i E I 
0.617 0.622 0.620 3.528 506 2.70 33.5 1.53 4.13 7.29 
0.622 0.620 0.621 3.533 507 2.70 32.0 1.51 4.10 7.34 

-1L oM  uf i E I 
1.571 1.576 1.574 8.956 1285 3.11 40.0 1.60 4.98 9.67 
1.574 1.571， 1.573 8.950 1284 3.11 41.7 1.62 5.04 9.67 

計 Total;- 1 125.02 1 113.26 1 33.90 163.96 

1 1 __.. .._____ " ~_ 1 1 
I而~忌o-Nは0.0但 6N，Na~S ，03 で 25 と Îo Nは0.1286N，Na2S20aで滴定した 0

1 . 1 
←ーと一一Nのとき， 0.0226N， Na;S.:03で滴定した場合に換算した。25 ~ 10 

I~ log会 -P.logk-壬~logC=O ただし P=測定凶数

Normal equationは ( … 日
国 logC 阿古 -1唱 k~1暗C-tz旬。=0

(「1m3鉛山一…一→4叫1ω川0叫l

33.90一25.021ogk一63.96一一=0

の必
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第6表 B (例Il)

(Example II) Table 6. B 

Concn.of 
iodine solution 
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M1 ~ I山 I20.94 I 50.89 59.71 I 21.15 I 25.45 I 54.92 I 47.68 
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第 7表 ヨード吸着における FREUNDr.ICHの公式の恒般

Table 7. Constants of FRtmIDI.ICH equation in iodine ad鈎叩tion

種 I NO.' 和名 lEng英Iish名name ¥_IOgk ¥ Av. 
1 Av. Kind of charc伺 11No. IJap~ese-;ame n 

1 カ シ Kaめi凶 k 0.002 0.529 

白 決 2 ナ フ Nara oak 0.681 0.333 
Sbir侃 umi
charcoal 3 カ シ Kashi oak 0.586 

0.337(4) 
0.331 

4 ウリハダカエデ Urihada maple 0.077 0.536 

5 ク ヌギ Kunugi oak l.268 0.214 

6 ミズナラ Mizunara oak 1.590 0.225 

累 炭
7 ヤナダモ Yachidamo ash 1.439 0.272 

Kuro喧umi 8 7' ナ Buna beech 1.828 1.678 (I) 0.211 0.204(1) 

charc回 1 9 ナナカマド
Nanakamado mt. 1.681 0.236 
ash 

10 イタヤカエダ|同a叫 2.036 0.123 

11 アオダモ Aodamoash 1.903 0.149 

12 アオトド Aotodo fir 1.417 0.266 
ストープ炭

13 ミズナラ Mizunara蝿 k 1.732 0.189 
Stove巴凶rcoal

14 サ サ Sasa 1.472 0.261 

乾溜炭
15 アォトド Aotodo fir 0.982 0.298 

Drcyh-adri日ctoiallled 16 ミズナラ Mizunara oak 1.718 0.180 

17 サ サ Sasa 1.361 0.284 

Hy7dkr和at活ed性ac炭tive 
18 アォトド Ao句dofir 1.765 0.369 

carbon 19 ミズナラ Mizunara佃 k 1.786 0.363 

c) 白茨は黒実にくらべて logkが小さしいzが大きく，かなりはっきりした相違が

みられる。

d) ストープ茨と乾滑安は似た性質をもち(ヨ{ド吸着のみでなく，ほかの性質もほ

とんど同様である)， それらの logkと l/nは白炭と黒茨との中聞の値であり，む

しろ黒茨に近かった。

e) 水和舟性決の吸着性は，ほかの決種とととなり， log kと1/nの繭方正も大きく，

活性茨としての特徴をあらわしている。

IX. X 線試験

A. 賓験方法 DEBYE-SCHERRER法1めによった。試料と Lては各グループに共通の

樹種ナラよりの崇化物を~ 5種 (No.2，No・6，No. 13， No. 16， No. 19)， また比較のため自決

No.3カシ，黒炭 No.llアオダモと石墨 (Graphite1種)計 8種主届和?と。 とれら試料を，



No.O Graphite 

r 

" 

~ 

(2飽 〉

il( ((仲))) 

No.ll アオダモ黒炭

第 5圃 木材炭化物X融闘

Flg， 5 X-ray powedr photographs of 
car凶nizedsubstances 

メノー筑鉢でさらによく隣伴L. Collodion 

で紛紛にまぶしつけて約 lmmV太さと L

た。4最影{監件はつぎの泊りである。

使用 X線 : 銅D特性総 (CuKa)

電国~ 35 kv 

電流。強さ lOmA 

露出時1m 5 hr 

カメラの宇{主 30，02 mm  

B 結果: 第 8表と第 4，第 5闘のよ

うである.
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炭化のilliむにつれて，水平11活性炭，ストープ決，乾出品;ー， .!t~!~ ， J'f ~誌の m(iに尚治はだんだ

ん設住して (100)凶iが次第にあらわれ，はっきりとしてゆくのがみとめられる。内決 No.:~ 

カシ (C= 9ii.1i2%)は1.2λ 附近(とれば Graphiteの (110)白iK相官する)にも明瞭に Band

があらわれていて，護法した椛iliを示していた。

.8表 決化物の4ぷ笠
T'ahle 8. S廿uctureof carbonized substanc凶

決 械 : ..，_ 1 1Jl; ~ 1 >><;M合榊%1耐般と戸!日]附 Ind開制S附ings
Kindぱ charc帽 ttNolEng♂ ||(002)|(100) 世|也IJ盟

t English namet c tσ| 日以 1 ~叫 2M|124AU.16A
Graphiω 1 0 ! Graphite 1 -仲間+t-I仲叩1+十|斗+1 H 

Shirozumi charc伺 13 Kashi岨 k 1 92.04 1肱 62 +t+什 1+十++1'， 

Shi吋iro叩 m凶n凶』泊i巴cha陀 oa叫 2 Nara 伺 k I 94.52 I 96仏似，.15 トH++ I +→十

Kuro喧四un凶I

Ku町1町r侃閲um町micぬhar河刃巴0偏al 6 I Nara oak I 92.15 ，， 9伺3品 +t--t- 一寸1，

D刊 s坑凶叫州ti凶仙i日ill凶酌巴凶c伽岨叫l川116川1Narao拙a叫山k王 l同88刈伺肌馴.必0叫41 ++ 1 + I 
Stove charcoaJ 13 1 Nara oak 1 82.35 ' 83.49 ' + 

Hydra凶邸tive附加nl19I Nara oak I 64，56 1弘 941 ++ 

養 との面|悶隔は筆者らが上にかかげた GraphiteのX線図より計算したもので. H¥JIJ.17)および

HANAWAI.T l".Wl などの号室茨したものと近似している。

x.結言

各グループ似の諸性'i'tの~'I" 均fi/t をとふたたび、かがげると百~ f}去と2(~ u I判のようになる。

とれによると炭化は必必むね水平11活性炭，乾行可決，ストープ炭.'た炭， ，'t決の順に話gんで

いる。いま特殊のノk手l1i円1''1:決を除いて崎りの 4グループのnnをみると，炭化の進むにつ

れて， JK分， 右手杭，Ii:，比点， 炭素合イf率， C/H~'主増えし XfJÆ，Ît験による構造は会第

に護法ーしてゆくが，有孔;本 ノk栄合イi率は逆11:減少する。 比重と CjH率は原料材の椅実現

による影響が少く ì:として炭化の杭度に支配されるから I~I;炭，黒炭，乾滞/'炭のl低別に役

立つ。 Freundlichの吸治公式の恒童文 logkは哨えしてゆくが思決と白炭の境で激減し， l/n 

は逆に減少してゆくがJ):~}1<:とr'I炭の境で.3;附するω との刺激のたきな:#1注により í1 炭と:;~~

y~ とは-1.:口 (1句に異なるものであるととが将えられる。 との特tl，1まかつて耐山の設火した傾

向と町もよくー・致し，r'I炭と ~X~炭ーとのnnの凶>J1j11:故も有力な科書科的根械を興えるものと

認められる。



.9表 決化物の緒性質の平均値

Table 9. Properties of carbonized subs切nces(Average valuel 

性 質
白 炭

K¥累lroZ¥炭nni 
Property Schhiraorzcomanl i 

charcoal 

水分 Moisture % 10.28 7.71 

灰分 Ash タ五 2.13 I.7'6 

容積重 Vofumeweight 0.78 0.57 

比重 Specific gravity 1.843 1.627 

有孔率 Porosity % 57.48 64.75 

炭素 Carbon {~% 93.86 92.07 
95.91 93.71 

水素 Hydrogen H%  0.74 1.77 

酸素 Oxygen 0%  3.27 4.40 

C/J.王室経 ratio 131 54 

ヨード吸着 P~ln" 0.337 1.678 
1. adsorption 0.432 0.204 

XI.摘要

いろいろな方法でつくられた木材提化物

(白茨，黒茨，ストープ茨，乾溜茨，水和活性

茨)の諸性質のうち，水分，友分，容積重，比

重，決水素，ヨード吸着の測定と X線による

構造の比較試験を行い次の結果を得た。

1) 茨化度は主として茨化温度に閥係し

白決が最高で，黒安，ストープ茨，乾溜茨，

水和活性炭の順に低下する。

2) 水分は 3.47- 1O.66~杉で決化の進む

につれて増大する。

ストー 7'炭
Stove 

charcoal 

'4.26 

1.34 

0.33 

1.409 

76.64 

82.39 
84.77 

2.98 

11.74 

2s 

0..0 

~ 

1.540 
0.239 

乾溜炭

Drcy hadrisctoialll ed 

4.85 

1.41 

0.31 

1.402 

77.85 

78.92 
81.44 

2.98 

15.01 

zτ 
1.354 
0.254 

。4".

--0:-_-1) ~....._ 

句 sラ・恥
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*和活性炭

acEtZilvde rcaatrebd on 

79.48 

0.53 

一
1.610 

一
64.22 
64.53 

2.67 

33.10 

24 

1.776 
0.366 

10 100 

H r 

3) 友分は 1:30--3.74%(木材からの場

合)で，ササからの茨はとくに大きく約 6%

である。主として原料材の次分の多少に左右

され，又安化度と共に増大する。

.6圃各性質問の関係

Fig. 6 Relationship of the properties 

4) 容積重は 0.18-0.94で原料材の容積重に正比例して著しく影響されるが，又茨化

の進むと共に増大する o 北、掛草産ヤチダモ黒茨は，比重そのほかの諸性質からみて，雑茨

よりはむしろナラ，イグヤ茨の部類に属させるのがよいと思われる。

5) 比重は1.349-1.888である。主に茨化度に支配される。
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6) 有孔率は 48.66-87.53%である。容積重，比重と逆比例的闘係にるる。

7) 決素は71.28-95.09%(封・施乾物)， 72.30-96.62% (封・絶乾無友物)で，水和活性

決の茨素は約 64%であり，主に決化溢度に影響される。

8) 水素は 0.6-3.7%である。炭化度と逆比例的関係にあり，自決 1%内外に劃して

乾摺茨は 3%位である。

9) . C/H率は 20-167で決化の進むにつれて増大し，茨種の識別上重要で、ある。

10) ヨード吸着の試験を行い， :Freundlichの吸着公式の logkと 1jnを決定した。 自

決の平均値， log正=0.337，1/n=0.432にたいし黒茨の平均値は log止==1.678， 1/n=0.204 

で，かなりはっきりした相違がみられ，黒岩と白表の性質の差異を示す有力君主る基準を興

える。 ストープ茨と乾溜茨はとの中間で，むしろ黒茨に近かった。 71<.手Il活性茨は log是も

l/nもともに大きく活性実としての特1!liをあらbしている。

11) X線による構遣の試験の結果，長化の進むにつれて構造が弐第に明確になってゆ

くのがみられる。
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XIII. Summary 

Studies were made 011 some properties (moisture content， ash content， volume weight， 

specific gravity， carbon and hydrogen content， iodine adsorption and X-ray examillation of 

structurel of various carbollized substances (shirozumi charcoal， kurozumi charcoal， stove 
charcoal， dry-disti11ed charcoal and hydrated active carbon). 

1) The temperature of carbonization effects chiefly on the carbonization degree : shirozu-

mi charcoal is the highest， and kurozumi， stove， drycdistilled charcoal and hydrated active 

αrbon follow successively. 

2) The moisture content varies from 3.47 to 10.66 per cent and this increases with 

the progress of carbonization. 

3) The ash content varies from 1.30 to 3.74 per cent but only that of the charcoal from 

sasa is 6per cent， which is especially high. 

4) The volume weight， which varies with the raw materials， ranges from 0.18 to 0.94. 
5) The specific gravity varies from 1.349 to 1.888. 

6) The porosity varies from 48.66 to 87.53 per cent. 

7) The carboll content varies from 71.28 to 95.09 per cent (dry basis)， from 72.30 
to 96.62 per cent (dry and ash-free basis). 

8) The hydrogen content varies from 0.6 to 3.7 per cent. 

9) The C/H ratio varies from 20 to 167， and this makes an increase with the progress 
of carbonization. It is important to discriminate the kind of charcoal. 

10) The constants， log k and l/n in the Freundlich adsorption equation were determined 

by the adsorptive examination of iodine. Shirozumi charcoal differs from kurozumi‘char-

coal， in being less in its log k and more in its l/n. The constants of stove charcoal and 

dry-distilled one lie in the range between them， rather closely to kurozumi charcoal. In 

the hydrated active carbon it is the most characteristic that constants， log止andl/n， are 
higher than others. 

11) As the result of X-ray examination of structure， it was observed that the more 

carbonization progresses the more clear the structure becomes. 


